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~めに
矯正歯科|臨床において 埋伏歯に遭遇する機会は 叢生 ・上顎前突・反対l皮合などと

いった症例と比較し少ない.そもそも「埋伏歯」とは何だろうか.混合歯列期の患者で、

は定義が悩ましい.明出|時期や口JJ空内の状態だけを診ていると見逃すことがある.

図 1の上顎左側犬歯はどうだろう? 初診資料採得時点で 9歳 5カ月.CBCT像を

見ると ，明らかに中切歯 ・側切歯聞に犬歯歯冠が転位している.女子の上顎犬歯平均萌

出は 10歳 2カ月 1) のため，仁l腔内の観察や萌出年齢による診断 2)だけでは，埋伏歯と

判断がつかない. この症例は，初診検査時の CBCTにて埋伏状態を判断し，開窓 ・牽

引し配列した.

このように「埋伏歯」の定義が難しいことから，それに関する|臨床統計も少ない 3)

今回， 一診療所のデータではあるが，視点を変えて 2種類の統計調査を行った.また，

CBCTによる画像診断 スーパーボンドの使用 開窓方法の工夫 牽引スプリングの工

夫など，当院における埋伏歯開窓 ・牽引治療について，さらに，上顎犬歯埋伏における

乳犬歯抜歯の効用について症例を通して紹介したい.
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図 1 初診時 9歳 5カ

月の女性

l2.がL工の歯根口蓋

側およびL三の歯根唇

側に埋伏

(女子の上顎犬歯平均

萌出は 10歳 2カ月)

①初診時 (9歳 5カ月)

①初診時 CBCT像 (9歳 5カ月)(左正面，中央左側，右 背面)

③開窓 3週間後 (10歳 2カ月) ④開窓 ・牽ヨ 11年経過時 (11歳 2カ月)

(単位 :歯 計 57歯)

歯種 11 歯 数
埋伏部位

特記事項
唇側 中央 口蓋側

上顎中切歯 11 8 8 水 平2

上顎側切歯

上顎犬歯
11 

37 11 30 :~ ・ 11 6 両側性4

上顎大臼歯 O 

下顎側切歯

下顎犬歯 4 3 

表 1 当院における 2008~ 下顎第二小臼歯 3 
11 11 

両側性1
2015年の 8年聞に開窓をした

下顎第二大臼歯歯種別埋伏歯数
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※複数歯1塁伏症例6例が含まれる ※下顎第三大臼歯，過熱j歯の埋伏は含まない

当院の患者で，2008 '"" 2015年の 8年間に開窓を行った歯種別の埋伏歯数を表 1に

示す.計 57歯中 37歯が上顎犬歯で，そのうち唇側の埋伏が 30歯と最も多い.ヲ~v，で，

上顎中切歯が 81'密であった.この 57歯のなかで配列できなかったのは，癒着した上顎

犬歯 I歯のみで、あった(図 2).この犬歯は，抜1室lを担当した口腔外科によると骨と完全

に癒着し，また，牽引施行中に撮影した CBCTで、は歯根側面からのl吸収が認められた.

この期間，Imm窓を行わずに埋伏歯を抜歯する選択をした歯は 10歯，耳目伏したまま経過

観察が 2歯あった.し〉ずれも深い位置での埋伏(図 3)で，大臼歯が4歯と多い.埋伏

した大臼歯を抜歯した場合でも，その後方歯を配列することにより，校合支持を守るこ

とができた症例も多い(図 4).CBCTなど画像診断技術が発達したことにより，この

ような極端な埋伏状態や癒着歯を除くと，かなり史ff:易度の高い埋伏状態でも配列可能と

なったと考えられる.
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図 3 埋伏位置が深く，

配列を断念した埋伏歯例

①21三(14歳 7カ月，女

性，経過観察とした)

@戸~ (14歳 11カ月， 男

性，この後抜歯した)

図 2 癒着が認められ，配列できなかっ

たL三
① 9歳 3カ月

② 11歳 5カ月

① 13歳 7カ月

④①埋イ犬犬歯抜歯前の仁BCT像 (16歳

10カ月) 歯根側面の外部吸収が認め

られる

① 10歳 8カ月 ② 12歳 11カ月 ① 13歳 5カ月 ④ 16歳 9カ月

図 4 深い埋伏歯を抜歯し，後方歯を配列した例

初診時 10歳 8カ月 女性埋伏した庁は配列を断念し抜歯その後.Iデを近心移動した 将来日「の配列が必要かもしれない
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下ヌこf

表 2 当院の 2012.2013年の新患において，初診時に「埋伏 ・または埋伏の可能性があるJ

と判断した歯

開窓

11 

ーーーー・ ・a 

上顎中切歯(1) 4 自然萌出 2 

観察中

開窓 18 

上顎犬歯 (3) 52 自然萌出 27 

一~L観察中 7 
.L--

上顎第一大臼歯 (6) EJ童心、に6士里イ犬 6 
または 9 

上顎第二小臼歯 (5) 日光落5埋伏 3 

近心傾斜 9 

下顎第二大臼歯 (7) 13 イ.s;イ立
一一Jー.ー寸|「|-

2 

抜歯 2 

小計 78 
Jー|EI一一一一一一一一一一ー一・ |||! -

78 

合計 96 96 

※下顎第三大臼歯!過剰歯の埋伏は含まない
※小計は表に掲載された歯種のみの数値，合計は表に掲叙されないさまざまな部位を含む数値

表 1で示す開窓部位の分布は， J:ill伏歯の開設:・牽引治療を日々行っている歯科医に とっ

ては妥当な割合と感じていただけると思う. 一方で，もっと異なった部位の埋伏もある

と感じる方もいるのではないだろうか.次の統計(表 2)を見ていただきたい.2012， 

2013年の新患全カルテを調査し，初診時に「埋伏，または埋伏の可能性がある」と判

断した歯をリストアップした 2年間で 96歯がリストアッ プされていたが， 表 2には

上位 4部位を示す.上顎犬歯 ・中切歯と開窓症例で多く認められた歯極が l位， 4位で

あるが 2位， 3位には 9歯と同数で「上顎第一大臼歯が第二乳臼歯遠心をl吸収し哩伏

(図 5)，または後の経過として，上!ill~第二小臼歯埋伏(図 6) J， i下顎第二大臼歯近心傾

斜(図 ?)Jといった埋伏状態がランクされる.上顎第一大臼歯と上顎第二小臼歯をまと

めたのは，はじめにスペース不足により上顎第一大臼歯が上顎第二乳臼歯歯根遠心 をl吸

収し埋伏，上顎第二乳臼苗|が早期脱落すると第一大臼歯が近心転位し上顎第二小臼歯の

埋伏となり，同じ発症原因で時期が異なるものと判断したからである. これらの埋伏状

態に共通するのは i多くの場合，開窓することなく埋伏状態を解消することができる」

ことであり，混合歯列期の患者を診る歯科医.はしばしば辿過するにもかかわらず，開窓

処i置を基準に統計を行うとカウン 卜されないこ とと なる.

また， 表 2で上野i中切歯 ・上顎犬歯には il当然萌出」という項目がある. こ れは初

診時に埋伏の可能性」と記載しただけで取り越 し苦労だったケースも含まれるが，J二顎

中切l~i埋伏では「複数歯埋伏の症例で、犬歯を萌出誘導したところ， 1:1コ切歯は自然萌出 し

たケ ースJ，上顎犬歯埋伏では「乳犬歯を抜歯したところ，永久歯が萌出したケース」

なども合まれる.そのため i初診11寺に埋伏の可能性」と予想したものは，あえて統計

に践した.後段で紹介する症例で「乳犬1宮|抜歯」の効果を検討したい.
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図 5 し立が~遠心を吸収して埋伏した症例
住が矯正治療に耐えうると判断し. ~と l土の聞にコイルスプリングを用い， 埋伏を改善した 本症例は，中切歯部の捻転改善の

ため，前歯 ・反対側臼歯にも装置を装着したが，己主のみでも埋伏は改善可能である

①初診時のパノラマ X線写真

① 8歳 2カ月

図 6 eリ近心転位によるJリ埋伏症例

主」が早期喪失し，三リ近心転位により三」埋伏(①)

~の萌出を待ち， 三リを遠心移動したところ(②~①)• 

Jリが萌出した (④)

① 8歳 6カ月 ④ 9歳 O力月

寸i7が近心傾斜し，司i6遠心に埋伏した症例

①初診時パノラマ×線写真i7i7が近心傾斜している

①τTτを抜歯し空隙閉鎖後，第二大臼

歯整直開始

①治療終了時
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下えそ

-W~ 密室E・E

-~喜霊園圃

!ステンレススチール ・

1 ワイヤーまで . 

iサイズアップ E 

+ 
-・・霊霊霊童-

-・・歪霊室E・・
+ 

圃国置置圃

顔面・口腔内写真撮影，セファログラム・パノラマ・デンタル X線，

スタディモデル，各種診査， CBCT撮影の実施

必要部位にブ‘ラケットなどを装着

-埋伏歯に近接する歯は，歯根と埋伏歯が干渉する可能性があるため，

装着する歯は慎重に選択する

-早期に牽引に移行できるよう，日交合平面にほぼ平行にブラケットを

装着し，歯の配列は牽引完了後にプ、ラケットをつけ直して行う

NiTiワイヤーから開始し，牽引スプリングの錨着が可能なステンレス

スチールワイヤーまで配列を進める

口腔外科医に，埋伏歯開窓を依頼

-歯牙腫による埋伏で歯牙腫摘出を先行するかどうカ¥唇・舌側中央

でどちらからアプローチをするかなど判断を要する場合には，装置装

着前に打合せを行うこともある

-装置装着から開窓まで半年~9 カ月程度のため，開窓直前にはパノ

ラマ撮影のみ行い，CBCT撮影は行わないことが多い

埋伏歯に装置を装着するため，矯正歯科医も口腔外科に同行

-ほとんどの場合，外来にて局所麻酔での対応である

開窓処置後，約 2週間で牽引開始する

図 8 埋伏歯治療の開窓・牽引までの流れ

当院での開窓 ・牽引まで、の流れは，一般的な矯正歯科医院とほぼ同様であるが，いくつかのポイントがある

スプリング延長部分

主線

図 9 自在鎖着のイメ ジ

牽引スプリングにはO.4mmCoCrワイヤーを使用延長部

分を加熱し鎖着，焼き鈍し部分は鎖着完了後，切断する

実際の手順では，スプリング先端の円状部分はスプリング

を主線に鎖着後に屈曲する.二人がかりでの作業となる
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図 10 牽引スプリング鎖着完了
バイパス部分は，歯頚倶IJ.校合国側どちらに曲げてもよい.

歯頚側の場合は歯肉への食い込みに校合面側の場合は

校合干渉に注意する



一割
1.埋伏歯の開窓術式

Iくokich4
)らは埋伏歯の開窓術式を① 歯肉弁根尖側移動術 (Apicallypositioned flap) ， 

②閉鎖誘導法 (Closederuption technique)，③一歯肉切除術 (Gingivectomy)に分類し，

「歯肉弁根尖側移動術に比較し 審美的面や後戻 りの点、で、 閉鎖誘導法が勝る」と結論

づけた. しかし，現在でも「唇側 に埋伏した犬歯に位置異常があって， 1~!日切歯より近心

に位置 しているような場合は，歯肉弁根尖側移動術を用いるべきである」としている 5)

2.新たな開窓術式・診断・接着材料

しかし，近心に転位したうえに極端に低位に埋伏した症例では，歯肉弁根尖側移動術

を用いる と唇側の骨露出が多くなり，治療終了後の審美的問題が予想されるため，当院

では小切開法とでもよぶべき新たな手法を採用した(((症例 1))1-3①および 《症例 2))2-6に示す

これは，複雑な埋伏状態をあらかじめ CBCT等 により 把握しておき，開窓部位にねら

いを定め，切聞を加 えるものである. また，部分的な開窓に留めるため，光重合タイプ

の接着材料では十分な重合が得られず 埋伏歯に装着 した装置が脱離する確率が高くな

る.われわれは小切開法により一部露出させた埋伏歯唇面に対するボタン装着に '4-

METAjMMA-TBBレジン(スーパーボンド C&B/サンメデ、イカノレ)J をj羽いる. こオlにより， う巴照

射の到達不足の心配がなくなるばかりか，開窓部位からの接出液によるやや湿潤環境で

「重合開始剤 TBBのわずかな水分の存在により 重合速度が速くなる 」日)ことも期待でき

る.

牽引スプリング(図 9，10)も有用である(図1・③および 《症例 1))1-4①②， ((症例 2))2-11にも示す)

製作には， O.4mm  CoCrワイヤーを使用，1 1玄l分遠心にバイパスし，鎖着部分を焼き鈍

さぬようワイヤーを延長し，延長部分を加熱，鍬着後カッ トしている(図 9). この牽

引スプリングにより，近心に転位した犬歯を側切歯歯根からすみやかに離すことができ

る. またこのスプ リングは，口葦側に埋伏した犬歯などにも応用が可能である.

3.乳犬歯を抜歯することにより永久犬歯萌出方向が変化する

永久犬歯埋伏症例で，乳犬{主lを抜歯して経過観察をすると，永久歯が萌出してく るこ

とは以前から報告されている i) 今回 片側で乳犬歯を抜歯することにより萌出方向が

変化， 反対側ではclコ切歯牽引の固定源とするため乳犬歯を抜歯せずに保存したところ，

萌出方向が変化せず犬歯が埋伏した症例を経験したので紹介する(症例 2参照L

「瓦例
次ページより， 比較的難易度が高く ，当院で工夫を加 えた点 参考になる状態を含む

症例を 2例供覧する.

歯界展望 Vol. 129 NO.4 2017-4 I 649 



トえそ

1-2 初診時のパノラマ X

線および CBCT像

~が水平に埋伏し
歯冠は』し三歯根唇側に
認められた

《症例 1))(1-1 '" 1-6) 

初診時 12歳 8カ月の女性.顔貌はやや III級傾向.口腔内所見では，上顎左右乳犬

歯が残存，上下顎前歯部の叢生が認められた (1-1).X線写真所見では，パノラマにて

上顎左右犬歯が近心に向かい水平に埋伏， CBCTにて，上顎左右犬歯歯冠は側切歯歯根

唇側に認められた(1-2). 

上顎左右乳犬歯抜歯後，12歳 11カ月で犬歯の開窓 ・牽引に向け上顎にブラケット

を装着.こ の際，上顎側切歯歯根は犬歯庄I冠に近接していたため装置を装着せず，左右

中切歯も歯根の近遠心的傾斜を変えぬよう，ブラケットスロットをl皮合平面に合わせて

ボンデイング した (1-3-①)• 

1-1 初診時の口腔内および側

貌写真 (12歳 8カ月)

三~残存. 111級傾向の顔貌が

認められた
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13歳 6カ月で，牽引スプリングが鏑着可能なステンレススチールワ イヤー までサイ

ズアップされ (1-3②)，近隣口腔外科 に開窓を依頼 した.同月，上顎左右犬歯を開窓，

開窓時には矯正歯科 医も立ち会い リンガルボタンを牽引治療の固定源 として装着した

(1-3-③) .開窓，装置装着 に際しては，触診と CBCTにより犬歯の位置関係を正確に

担握し， 小切開を行った. また，前述した 4-METAjMMA-TBBレジンにてボタンを装

着 した 6) 小切開の場合，光重合 レジンでは十分に光がレジンに届かないため，ま た，

乾燥した接着歯面の確保も難しいため，接着材料の選択も重要な要素 となる.ただし，

湿潤環境といっても「わずかに湿潤」といった程度であるので注意いただきたい.

牽引翌月 13歳 7カ月から，ステンレススチールワイヤーに牽引スプ リングを鍋着し，

唇側に牽引開始 した (1-4-①②).スプ リン グには O.4m mCoCrワイヤ ー を使用し，

CoCrワイヤーを焼き鈍さぬよう，ワイヤーの延長部分を加熱し，鎖着後その部分はカッ

トした.犬歯歯冠を側切歯歯根から唇側に分離し，側切歯の歯根および歯根の位置に問

題を起こさないようにするために，このスプリングはたいへん有用である.埋伏歯のl歯

冠がある程度粘膜から唇側に出た後 ノ号ワ ースレッ ドな どによる遠心牽引に変更 した

(1-4-③④). 

① 12歳 11カ月 上顎左右乳犬歯抜歯 ① 13歳 6カ月 ステンレススチールワ ① 13歳 6カ月 間窓 .*、タン装着

後，上顎にブラケットを装着 イヤーまで、サイズ、アップ

1-3 上顎フ、ラケット装着から開窓までの経過

1-4 牽引中の経過写真

①② 13歳 7カ月 牽引コイルにて唇側に

牽引開始

①④ 13歳 11力月 (①)および 14歳 O力

月 (④) パワースレッド等による牽引に

変更
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下火ゴ

上官民にマルチブラケッ ト装置を装着 してから 2年(14歳 11カ月)で， J二顎左右犬

歯のある程度の|妃列が完了した (1-5). この 2カ月前，上顎左右犬歯の配列が進んで、

きたことから， 14歳 9カ月で下顎にもマルチブラケッ ト装置を装着 した.上顎にのみ

ブラケットが装着さ れ，下野iに叢生が残っている状態では，上下111高径の不調和が存在

し 11交合の確立に|燦し抜歯部位などの判断を誤ることがあ るため， このような手順をふ

んだ.

1-5 埋伏歯配列終了時 (14歳

11カ月)

乙の後， ~τlτを抜歯し
校合の確立を開始した

1-6 マルチブ、ラケッ ト装置撤去

時 (17歳 1カ月)
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この後，再評価を行い， ピ|ご顎前歯の唇側傾斜，上下顎左右第二大臼歯の配列スペー

ス不足などがあることから，上下顎左右第二小臼歯の抜歯を行いI皮合の確立を続け，

17歳 1カ月でマルチブラケット装置を撤去した(1-6). 

次の症例は r上顎左側中切歯，上顎左右犬歯埋伏症例」で，中切歯は 45。ほど上方

に向き密根も湾曲と，それだけでも難易度が高い. この中切官f:埋伏に加え，上顎左右

犬歯歯冠が側切歯歯根の唇側 に近心転位している.前段で r乳犬歯を抜歯することに

より，埋伏傾向にある永久歯が萌出する」と紹介した.では，その症例で 「も し， 手L犬

歯を抜歯し なかっ たら，永久歯は萌出したのかどうか」といった調査研究はなかなか難

しい 今巨1，r上顎左右犬歯は近心転位していたものの，片側 は抜歯，片側は埋伏した

中切歯牽引の固定源とするため抜歯せずに経過をみていた」という状態であるため，そ

の結果にも注目いただきたい.

《症例 2))(2-1 '" 2-12) 

初診Il~ 9歳 4カ月の女性で 上顎左側乳中切歯が残存 乳中切歯の唇側根尖相当部

の粘膜下に中切断歯冠と思われる降起が触診された.患者は過去に，上顎左側乳中切歯

打撲の既往があった.上野{右側側切1温もやや唇側傾斜している (2-1)• 

2-1 初診時口腔内写真(9歳 4カ月)

L丘が残存し， L主の根尖相当部粘膜
下に，~の歯冠と思われる隆起が
触診された.また，患者は過去に

~打撲の既往があった
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そ公4

X線写真所見では，パノラマでヒ顎左側中切歯の水平埋伏が推測される.ただ し，歯

根の形態などの正確な把握は困難である.また， J二顎左右犬歯が側切歯歯根付近に近心

転位していることが観察される (2-2).そこで， CBCTを撮影してみると，上顎左側中

切歯は歯冠が 45
0

J二方を向いていること ，歯根が湾l性lしていること，上顎左右犬歯が

側切歯1羽根唇側に転位していることがより正確に観察された (2-3). 

9歳 5カ月で上顎にブラケット装ii皇tを装着した (2-4).左右の側切歯歯根唇側には犬

歯が埋伏しているため側切歯にはブラケッ トを装着せず，また，牽引の固定源とするた

め，乳歯にも数歯ブラケッ トを装着した.その際，上顎犬歯が正常な位置に移動するこ

とを期待し右側 は乳犬歯抜歯，左側 は牽引の固定源とするため乳犬歯を保存しブラケッ

トを装着仁左右側で異なる対処となった.

10歳 2カ月でステンレススチールワイヤーまでサイズアップし， 上顎左側中切歯の

開窓準備が整った (2-5). 

2-2 初診時のパノラマ X線写真

L2..の水平埋伏が推測されるが埋伏したL2..歯根形態方向の正確

な把握は困難である また，21三歯冠が4し三根尖部に近心転位し

ている

2-3 初診時 ζBCT像

ιは歯冠が 45。上方に向かい，歯根が 90。近く湾曲しているー 21三は/¥ノラマ×線写真で推測され

たとおり， l..l三歯根唇側に近心転位している
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同 10歳 2カ月で上顎左側中切歯を開窓 (2-6).左右の犬歯埋伏症例(<<症例 1))1-3-

③)同様，小開窓のみ行い， 4-METAjMMA-TBBレジンにてリンガルボタンを装着し

た (2-6). リンガノレボタンか らは リガチャ ーワイヤーを延ばし，関窓直後は主線に固定，

約 2週間後の牽引開始時 (10歳 3カ月)には リガチャ ー ワイヤーが中削j莫から伸 び出て

いるのみで，閉鎖誘導法と同様の状態となった (2-7).10戯 10カ月でリガチャ ー ワ

イヤーを延ばした状態の牽引から，チュ ー ブを装着した状態に変更 (2-8)， 11歳 7カ

月で上顎左側中切歯の配列をほぼ完了した (2-9). 

2-4 フ、ラケット装着時の状態 (9歳 5カ月)

之江が正常な位置に移動する乙とを期待し右側は三j抜歯，左側は牽引の固定源とするため巳 を保存し，ブ、ラケットを装着した

2-5 ステンレススチールワイヤーまで、サイス、アップし開窓準備完了 (10歳 2カ月)

2-6 ~を開窓 ( 10 歳 2 カ月)
症例 1(1-3①)と同様，部分間窓の

み行い， 4-METAlMMA-TBBレジンに

てボタン装着

2-7 

10歳 3カ月

牽引開始

2-8 

10歳 10カ月

ボタンをチュ

ブに変更
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ト穴そ

2-9 ι配列完了時 (11歳 7カ月)

この時点で，治療開始時こ乳犬歯 (三J)
を抜歯していた三jは自然萌出.~は
埋伏したままである (巳はこの 1カ月

前に抜歯)

2-10 11歳 6カ月の CBCT像

~歯根は湾曲したままである また，

乳犬歯(三J) を抜歯した~は自然萌出
乳犬歯 (L三)を保存した~は埋伏し
たままである ははこの後，症例 1と

同様の開窓 ・牽引を行った (2-11)
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2-11 L三の牽引開始

(11歳 8カ月)



2-12 経過観察中の口腔内写真 (13歳

11カ月)

L三も配列され 岐合の確立に向けて

萌出交換 ・顎骨の成長の経過観察中

ここで，その 1カ月前，11 歳 6カ月 11寺の CBCTを示す (2-10). 上顎左側中切歯の

歯根は湾IHIしたままで，永久歯萌I:L¥交換後皮合の確立のために小臼歯抜歯治療など，

中切歯の大きな移動はできれば、避 けたい状況である.そして注目し 3ただきたいのは，上

顎左右犬歯で、ある (2-9，2-10). 前述したとおり， 中切歯牽引のための装置装着の際に，

右側乳犬歯は萌出誘導のため抜歯，左側乳犬歯は"1コ切歯牽引の固定源 とするため保存し

た.その結果，上顎右側犬lま|は遠心に傾斜 しながら萌出， ヒ顎左側犬歯は埋伏 したまま

と， 結果も異なる状況となった.上顎左側犬歯は この後間窓 (2-11) し， <<症例 1)) と

同様の牽引スプ リングにて牽引し，I把列する こと ができた (2-12).

(瓦語
i盟伏歯の開窓牽引は， 仙の矯正治療と同様，歯科材料の発達と ともに変遷 してきてい

る. レジンによるダイレク トボンディング法が普及する以前は者冠を露出させること

が可能な，限られた埋伏状態のみ牽引可能で、あった 8) ダイレク トボンデイング法の普

及に伴い，牽引可能な埋伏状態は増加lした. また， 開窓術式も歯肉弁根尖側移動術や閉

鎖誘導法などが確立してきた 4) そ して，CBCTによ る画像診断の普及に伴い，両術式

とも適用が困難な埋伏歯を牽引できるようになってきた.
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ト欠ヨ

今回紹介した小切開法では，粘膜から埋伏歯が明出してく ること もあり ，付着歯肉が

どのような形態となるか憂慮すべき点もある.一方，矯正治療においては，機能的l皮合

確立のため，また，審美的観点から，上~j~I中切歯および、犬歯は非常に重要な歯種で、あり ，

複雑な状態の埋伏歯を開窓・ 牽引できるようになる小切開法は非常に有用かっ患者利益

の大きなものである.

以下にポイントをリス トアップし，本稿のまとめとする.

開窓 ・牽引を実施した症例 ・初診H寺に埋伏歯がある症例では，歯種の分布に

差異がある.

(1)外科的閲窓部位は，上顎犬歯(唇側)，上顎中切歯(唇側)が多い.

(2) r下顎第二大臼歯が近心傾斜し ， 下顎第一大臼 l~遠心に半埋伏の状態J ， r上

顎第一大臼歯近心転位による上顎第二乳臼歯遠心への埋伏(その後の，上顎

第二小臼歯埋伏状態も含む)J が」ニ顎犬歯埋伏に続き多いが， I~自窓を行うこと

なく対処可能であることが多い.

2 CBCTによる画像診断， 4-METAjMMA-TBBレジンの使用により，最小限の

開窓術式が可能となる.

3. 外側に向けて埋伏歯を移動する牽引スプリングは有用で、ある.

4.乳犬歯を抜歯することにより ，犬歯を開窓・ 牽引することなく萌出誘導でき

る場合がある.

本稿は第 20回米国歯科大学院同窓会(JSAPD)公開セミナー，第 57回北海道矯正歯科学会学術大会シンポジウム

「埋伏歯を攻略する」での発表を元にまとめた.
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